
様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

担 当 部 課 名 建設部　治水課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

R7-1

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 布佐排水区の整備

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

予算額 348,712 88,600 0 234,100

補正後予算額 348,712 0 0 322,800

364,371

0 25,912 364,371

0 26,012

　布佐排水区の整備事業については、布佐地区の浸水被害を軽減することを目的に、平成26年度に完成

した布佐ポンプ場までの幹線・枝線整備を引き続き実施します。また、整備工事の上流である布佐郵便

局から宮ノ森公園までの区間について、実施設計を行います。

布佐排水区(6工区)雨水幹線整備工事(2か年継続事業2年目）

　工事期間：令和5年11月～令和7年5月

布佐排水区(7工区)雨水幹線整備工事(2か年継続事業1年目）

　工事期間：10月～令和9年2月

布佐排水区3-1雨水枝線整備工事

　工事期間：7月～令和8年2月

布佐排水区雨水幹線実施設計(その4)業務委託

　委託期間：7月～令和8年5月

令和7年10月1日

　繰越した令和5年度からの2か年継続事業である布佐排水区（6工区）雨水幹線整備工事は、9月末に完

了しました。県道千葉竜ケ崎線で行う布佐排水区（7工区）雨水幹線整備工事は、入札事務手続き中であ

り、令和9年2月の完了を目指します。また、整備が完了した幹線に接続する雨水枝線の整備は、令和8

年5月の完了を目指します。

　上流区間の実施設計は、7月に契約し令和8年5月の完了を目指します。

次年度へ繰越

決算額



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

　柴崎排水区の整備事業については、柴崎地区の浸水被害を軽減することを目的に、令和元年度に完成

した後田樋管までの幹線整備を引き続き実施します。

柴崎排水区(3工区)雨水幹線整備工事(2か年継続事業2年目）

　工事期間：令和6年11月～令和8年2月

柴崎排水区(4工区)雨水幹線整備工事(3か年継続事業1年目）

　工事期間：令和8年1月～令和9年7月

令和7年10月1日

　令和6年度からの2か年継続事業である柴崎排水区（3工区）雨水幹線整備工事は、支障となる水道

管、ガス管を移設するため、5月より工事を一時中止しています。概ね7か月の遅れが生じていますが、

工事完了次第、速やかに既設雨水管撤去及び幹線整備工事を進めていきます。

　また、柴崎排水区（4工区）雨水幹線整備工事は、修正設計が完了次第、工事を発注し令和9年度末の

工事完了を目指します。

次年度へ繰越

決算額

188,879

0 11,798 188,879

0 11,778

補正後予算額 884,978 234,080 0 639,100

予算額 884,978 337,000 0 536,200

R7-2

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 柴崎排水区の整備（柴崎幹線整備事業）

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

担 当 部 課 名 建設部　治水課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

担 当 部 課 名 建設部　治水課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

R7-3

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 我孫子4丁目緊急浸水対策

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

予算額 6,000 0 0 0

補正後予算額 - - - -

0

- - -

0 6,000

　我孫子4丁目緊急浸水対策事業については、我孫子4丁目地区の浸水被害の軽減を目的に、既に実施し

た「下水道浸水被害軽減総合計画」の効果を検証し、さらなる浸水対策の検討を実施します。

我孫子駅北口浸水対策検討業務委託(2か年継続事業1年目)

　委託期間：7月～令和9年3月

令和7年10月1日

　業務委託については、7月に契約し、シミュレーションのモデル作成を進めています。

　我孫子4丁目水害対策協議会とも協議を行いながら、効果的で実現可能な浸水対策について様々な検討

をしていきます。

次年度へ繰越

決算額



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

　金谷排水機場の改修事業については、令和3年6月に策定した長寿命化計画に基づき、機能低下が進行

している施設や不良の施設の更新を目的に、令和7年度までの緊急自然災害防止対策事業債を活用して、

集中的に3か年継続事業として改修工事を実施します。

金谷排水機場更新工事(3か年継続事業3年目)

　工事期間：令和5年9月～令和8年3月

令和7年10月1日

　ポンプ分解点検の結果、軸の偏心が確認され、交換部品の製作に期間を要しましたが、6月末にポン

プ、エンジン等の整備・更新が終わり、試運転で稼働を確認しました。地下燃料タンクの築造及び外構

工事を進め、令和8年3月の完成を目指します。

次年度へ繰越

決算額

485,100

- - -

46,662 38

補正後予算額 - - - -

予算額 231,000 0 0 184,300

R7-4

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 金谷排水機場の改修

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

担 当 部 課 名 建設部　治水課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

　湖北消防署の整備事業については、庁舎本体、訓練施設等の整備を目的に令和6年度に引き続き工事

を実施していきます。工期は訓練棟の整備も含め令和8年10月末までの予定ですが、庁舎本体について

は、令和7年度末までの工事完了を予定しており、令和8年度前半の運用開始を目指して事業を進めてい

きます。

　また、高規格救急自動車の整備については、湖北消防署の開署に合わせた救急隊の増隊を目的に整備

を図るもので、入札、契約業務を経て、令和8年2月の納車を予定しています。

令和7年10月1日

　湖北消防署は、外構工事の一部で工事順位に変更が生じましたが、令和８年中の開署を目指し、引き

続き工事を進めています。

　また、高規格救急自動車の整備については、入札、契約業務が完了し、令和８年２月の納車に向け予

定のとおり進捗しています。

次年度へ繰越

決算額

170,672

- - -

142,500 3,140

補正後予算額 - - - -

予算額 1,451,115 17,375 0 1,288,100

R7-5

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 湖北消防署の整備　（高規格救急自動車整備含む）

基 本 施 策 名 １－４　消防力の強化

担 当 部 課 名 消防本部　総務課・警防課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源



様式第6号 指定事務事業No.

：

：

：

１．事業費

２．当該年度執行計画（目的、時期、対象、方法などの内容を明確に記載）

３．進行状況の報告 報告基準日：

担 当 部 課 名 建設部　治水課

事業費

（千円）

過年度繰越分

事業費

（千円）

財源内訳（千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 他特定財源 一般財源

R7-57

令和７年度　指定事務事業進行管理表

指定事務事業名 大規模下水道管路特別重点調査等事業

基 本 施 策 名 １－２　浸水対策の推進

予算額 0 0 0 0

補正後予算額 20,000 9,764 0 10,100

0

0 136 0

0 0

　埼玉県八潮市で発生した下水道管の破損に起因すると考えられる大規模な道路陥没事故を受け、平成6

年度以前に設置された内径2,000mm以上の下水道管路について、令和8年2月までに特別重点調査を実

施することを国から示されました。このため、対象施設（雨水）について調査を実施します。

　大規模下水道管路特別重点調査

　　委託期間：7月～令和8年2月

　　事業費：20,000千円（令和7年6月補正を上程予定、国庫補助金9,764千円）

令和7年10月1日

　調査業務については、8月に契約しました。9月16日から調査に着手し、調査結果から緊急度を判定

し、国への結果報告を令和8年2月末までに行う予定です。判定の結果、緊急度Ⅰ及びⅡとなった管路に

ついては、道路管理者と情報共有のうえ、速やかに空洞調査を実施するとともに対策を実施していきま

す。

次年度へ繰越

決算額


